
　
6
月
21
日
の
当
事
者
・
家
族
部
会
で
、

防
災
に
関
す
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
危
機
管
理
課
職
員
を
講
師
に
招

き
、
水
・
食
べ
物
の
備
蓄
や
福
祉
避
難
所

の
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
と
い
っ
た
市

の
災
害
対
策
の
現
状
や
整
備
に
お
け
る
考

え
方
に
つ
い
て
、
率
直
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、「
空
間
を
仕
切

る
た
め
の
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
市
で
用
意
で

き
る
か
」
な
ど
の
質
問
に
、
ひ
と
つ
ず
つ

説
明
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
避
難
者
全

員
に
均
一
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
原
則
と

な
る
市
の
対
応
だ
け
で
は
解
消
が
難
し
い

も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
ず
、
自
分
自

身
が
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
、
市
民
と
行

政
の
双
方
か
ら
防
災
に
注
力
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
避
難
所
運
営
委
員

会
が
地
区
役
員
を
中
心
に
し
て
各
避
難
所

ご
と
に
発
足
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
運
営

や
ル
ー
ル
作
り
に
取
り
組
み
始
め
た
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
自
身
の
備
え
も
あ

り
ま
す
が
、
地
域
で
防
災
を
推
進
す
る
視

点
も
必
要
で
す
。

　
当
事
者
・
家
族
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
、

障
が
い
児
者
の
防
災
訓
練
参
加
支
援
や
手

伝
い
が
で
き
る
・
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と

を
意
思
表
明
を
す
る
「
笛
吹
市
災
害
時
お

手
伝
い
バ
ン
ダ
ナ
」
製
作
な
ど
、
防
災
を

通
じ
て
地
域
の
つ
な
が
り
作
り
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
防
災
は
、
発
災
前
の
準
備
が
重
要
で

す
。
引
き
続
き
部
会
で
も
検
討
を
重
ね
て

い
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

　
℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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自
分
の
身
を
守
る
た
め
に

▼
日
時

○
8
月
5
日（
日
）

　
旅
す
る
う
な
ぎ
の
お
は
な
し

○
8
月
12
日（
日
）

　
折
り
紙
で〝
動
物
ワ
ー
ル
ド
〞を
作
ろ
う

○
8
月
19
日（
日
）

　
お
買
い
物
ご
っ
こ 

in 

江
戸
時
代

○
8
月
26
日（
日
）　
お
人
形
の
手
作
り
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
作
ろ
う

　
午
前
11
時
〜（
30
分
程
度
）

▼
場
所
　か
い
じ
あ
む
寺
子
屋

▼
参
加
費
　無
料
（
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
）

▼
申
し
込
み
　不
要

▼
日
時
　8
月
11
日（
土
・
祝
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　ロ
ビ
ー
　
▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　不
要

▼
日
時
　8
月
14
日（
火
）・15
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　館
内
各
所

▼
内
容
　竹
の
水
鉄
砲
作
り
や
万
華
鏡
を

作
ろ
う
な
ど
の
工
作
、
紙
芝
居
な
ど

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　不
要
（
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

当
日
受
付
（
先
着
順
）

※
詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
8
月
19
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
内
容
　守
屋
正
彦
館
長
が
甲
斐
の
禅
宗

文
化
に
つ
い
て
解
説

▼
場
所
　生
涯
学
習
室

▼
参
加
費
　無
料
　
▼
申
し
込
み
　不
要

▼
日
時
　
8
月
25
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　生
涯
学
習
室

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　必
要

※
8
月
7
日
・
21
日
・
28
日
（
各
火
曜
日
）

は
休
館

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

あ
そ
ぼ
う
!
ま
な
ぼ
う
!

寺
子
屋
ひ
ろ
ば

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「
な
り
き
り
!
自
分
の
顔
の
紙

人
形
で
変
身
あ
そ
び
!
」

か
い
じ
あ
む
の
夏
ま
つ
り

か
い
じ
あ
む
古
文
書
講
座

「
人
形
に
関
す
る
古
文
書
を
読
む
」

館
長
ト
ー
ク
「
夢
窓
派
と
甲

斐
の
禅
宗
文
化
2
」

釈迦堂遺跡博物館だより
　
当
館
で
は
、
ポ
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

小
林
武
人
氏（
笛
吹

市
出
身
）が
製
作
し
た
縄
文
3
D
プ
リ

ン
ト
作
品
「Q

uantum
 Reality 

― 

量
子
現
実 

―
」
の
寄
託
を
お
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
、
6
月
4
日
に
、

寄
託
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
作
品
は
、
山
梨
を
代
表
す
る

縄
文
土
器
と
も
い
え
る
、
釈
迦
堂

遺
跡
出
土
の
水
煙
文
土
器
（
重
要

文
化
財
）
を
元
に
製
作
さ
れ
て
い

ま
す
。
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
ロ
ビ

ー
で
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
期
間
　
8
月
26
日（
日
）ま
で

※
8
月
11
日（
土
・
祝
）・
12
日（
日
）

は
予
約
な
し
で
体
験
が
可
能
で
す
。

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
製
作
時

間
約
50
分
）

▼
参
加
費
　2
0
0
円

▼
申
し
込
み
　体
験
希
望
日
の
1
週

間
前
ま
で
に
電
話
で

※
製
作
し
た
ど
ぐ
う
は
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券

ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、

本
人
と
同
伴
の
家
族
が
1
人
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂

ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１

０
０
０
円
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
）

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
釈
迦

堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
、
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

縄
文
3
D
プ
リ
ン
ト
作

品
が
寄
託
さ
れ
ま
し
た

夏
休
み
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ど
ぐ
う
を
作
ろ
う
!
」

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う■問合せ先　生涯学習課　☎ 055（261）3339　（執筆　八代地区担当　依田）

　笛吹市には、芦川町を除く各町に一人ずつの「生涯学習コーディネーター」がいることをご存じでし
ょうか。「知っている」という方でも、「どんな仕事をしているのか」と聞かれれば…。
　今回は、そんな「生涯学習コーディネーター」のお仕事について、紹介します。

○スコレー大学、市民講座の企画運営のため、日々 市内外で耳を澄まし、目を皿のようにし、市民の
皆さんに役立つ講座を探しています。
○各担当地区の小学生と成人の皆さんを対象とした地域限定講座の企画運営では、「学び」を通して
地域での生涯学習力とコミュニケーション力の向上を図り、生き生きとした魅力溢れる地域を目指し
ています。
○「スコニティ」(地域の公民館を利用した自主生涯学習講座)での活発な地域学習活動が行われるた
めのお手伝いをしています。
○各地区の「町文化協会」の活動が自主的に行うことができるよう
にサポートしています。

　簡単ではありますが、分かっていただけたでしょうか。
　地域担当の生涯学習コーディネーターをフル活用して学習力を高
め、生き生きとして輝く地域づくりをしてみませんか。
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